
は

じ

め

に

物
部
連
氏
は
、
日
本
古
代
の
有
力
氏
族
で
あ
り
、
物
部
守
屋
が
蘇
我
氏
に
滅
ぼ

さ
れ
る
ま
で
、
大
連
と
し
て
強
大
な
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て

い
る
。
守
屋
滅
亡
後
も
物
部
連
氏
系
氏
族
は
政
権
内
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
物
部
連
氏
の
長
と
な
る
系
統
は
、
定
ま
っ
て
お
ら
ず
流
動
的
な
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
壬
申
の
乱
に
お
け
る
榎
井
雄
君
の
活
躍
や
、
奈
良
時
代
初
期
の
石

上
麻
呂
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
令
制
下
に
お
い
て
は
、
石
上
氏
と
榎
井
氏
が
物
部
連

（
�
）

氏
系
氏
族
で
最
も
有
力
な
二
氏
と
な
っ
た
。

石
上
氏
と
榎
井
氏
は
、『
日
本
書
紀
』
や
『
続
日
本
紀
』
に
お
い
て
、
楯
や
ホ

コ
を
立
て
た
記
事
が
み
ら
れ
、
平
安
時
代
の
諸
儀
式
書
な
ど
に
お
い
て
も
大
嘗
祭

で
楯
ホ
コ
を
立
て
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
物
部
連
氏
系
氏
族

が
立
て
る
楯
を
物
部
の
楯
と
呼
ぶ
。
な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
天
平
十
四
年

（
七
四
二
）
以
降
、
物
部
の
楯
に
は
ホ
コ
も
伴
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
便
宜
上

（
�
）

こ
の
ホ
コ
も
物
部
の
楯
の
語
に
含
め
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
物
部
の
楯
の
変
遷
に
つ
い
て
の
研
究
史
を
概
観
し
て
い
く
。
戦
前
に
お

い
て
は
、
伴
造
研
究
の
一
環
と
し
て
物
部
の
楯
を
考
察
し
た
津
田
左
右
吉
氏
の

「
上
代
の
部
の
研
究
」
の
第
四
章
「
伴
造
の
勢
力
の
変
遷
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
津

田
氏
は
、
物
部
の
楯
の
成
立
に
つ
い
て
、
文
武
天
皇
大
嘗
祭
で
は
榎
井
氏
が
大
楯

を
立
て
た
他
に
、
大
伴
氏
が
楯
桙
を
立
て
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
さ
ら
に
孝
徳

天
皇
即
位
儀
や
持
統
天
皇
即
位
儀
の
記
事
も
参
照
し
て
、
新
た
に
唐
制
に
よ
っ
て

儀
礼
を
荘
厳
に
行
お
う
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
大
化
の
時
か
ら
、
武
臣
が
武
器
を

執
っ
て
式
場
に
参
列
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
初
め
の
う
ち
は
そ
の
武
臣
の
家
も
武

器
も
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
後
に
な
っ
て
一
定
の
習
慣
が
定
ま
っ
た
と
す
る
。
そ
し

て
、
物
部
に
つ
い
て
は
、
持
統
天
皇
即
位
儀
・
文
武
天
皇
大
嘗
祭
・
聖
武
天
皇
大

嘗
祭
で
は
楯
の
み
を
立
て
て
い
た
が
、
天
平
十
四
年
の
元
日
朝
賀
で
ホ
コ
も
加
わ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
神
亀
と
宝
亀
の
間
に
物
部
の
儀
礼
に

（
�
）

用
い
る
武
器
に
変
更
が
あ
っ
た
と
し
た
。

戦
後
に
お
い
て
、
最
初
に
取
り
上
げ
る
べ
き
重
要
な
論
考
は
、
直
木
孝
次
郎
氏

の
「
石
上
と
榎
井
」
で
あ
る
。
直
木
氏
は
、
津
田
氏
と
同
様
に
、
石
上
・
榎
井
氏

が
楯
の
み
を
立
て
て
い
た
と
し
、
文
武
天
皇
大
嘗
祭
の
事
例
や
紫
香
楽
宮
遷
都
後

に
は
大
伴
・
佐
伯
氏
に
よ
っ
て
楯
ホ
コ
が
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
当

初
は
石
上
・
榎
井
の
二
氏
が
楯
ホ
コ
を
立
て
る
こ
と
が
儀
礼
と
し
て
定
ま
っ
て
お

ら
ず
、
大
伴
・
佐
伯
氏
も
か
つ
て
そ
の
よ
う
な
儀
礼
に
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
石
上
麻
呂
が
持
統
天
皇
即
位
儀
に
お
い
て
大
盾

物
部
の
楯
の
起
源
と
変
遷

前

野

智

哉
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を
立
て
た
際
に
、
麻
呂
が
普
段
は
石
上
を
名
乗
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

の
時
だ
け
「
物
部
麿
」
を
名
乗
っ
た
こ
と
に
注
目
し
、
こ
の
こ
と
は
、
楯
を
立
て

る
こ
と
が
物
部
の
大
化
以
前
か
ら
の
古
い
伝
統
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
し
て
い

（
�
）
る
。こ

の
後
、
橋
本
義
則
氏
が
「
朝
政
・
朝
儀
の
展
開
」
に
お
い
て
、「
大
楯
桙
と

宮
中
儀
礼
」
と
い
う
節
を
設
け
、
物
部
の
楯
の
研
究
史
に
お
い
て
重
要
な
指
摘
を

行
っ
た
。『
続
日
本
紀
』
中
で
物
部
の
楯
が
元
日
に
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
事
例
は
、
全
て
遷
都
後
と
い
う
特
殊
な
場
合
の
み
で
あ
る
が
、
平
城
宮
跡
出

土
の
造
兵
司
が
衛
門
府
に
宛
て
た
移
木
簡
に
よ
る
と
、
通
常
の
元
日
に
も
大
楯
ホ

（
�
）

コ
が
立
て
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
。

次
に
取
り
上
げ
る
べ
き
重
要
な
論
考
は
、
榎
村
寛
之
氏
の
「
物
部
の
楯
の
成
立

と
展
開
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
榎
村
氏
は
、
前
述
の
橋
本
氏
の
指
摘
も
引
用
し
つ

つ
、
遷
都
後
の
楯
が
元
日
に
立
て
ら
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
『
日
本
書
紀
』
推
古
天

皇
十
一
年
（
六
〇
三
）
十
一
月
是
月
条
に
楯
と
靫
が
準
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
重

視
し
て
、
推
古
朝
に
成
立
し
た
元
日
朝
賀
の
原
型
の
儀
礼
に
楯
が
取
り
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
。
そ
の
後
、『
続
日
本
紀
』
養
老
元
年
（
七
一
七
）
三

月
癸
卯
条
で
物
部
宇
麻
乃
が
「
衛
部
大
華
上
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
孝
徳
朝
に
お

い
て
、
物
部
と
楯
が
関
係
を
持
ち
は
じ
め
、
持
統
天
皇
即
位
儀
に
至
っ
て
物
部
の

楯
が
現
れ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
物
部
の
楯
は
、
本
来
朝
堂
院
南
門
に
立
て
ら

れ
る
も
の
で
あ
り
、
大
嘗
祭
に
は
、
元
日
朝
賀
と
即
位
儀
と
同
じ
く
服
属
儀
礼
的

性
格
を
持
ち
、
朝
堂
院
で
行
わ
れ
た
た
め
、
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

す
る
。
そ
し
て
、
長
岡
宮
以
降
、
大
極
殿
を
中
心
と
し
た
儀
礼
の
位
置
づ
け
が
低

下
し
た
た
め
、
元
日
朝
賀
や
即
位
儀
か
ら
物
部
の
楯
が
消
滅
し
、
大
嘗
祭
で
の
み

（
�
）

に
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

以
上
、
物
部
の
楯
の
変
遷
に
関
す
る
研
究
史
を
概
観
し
た
が
、
以
下
の
よ
う
に

問
題
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

第
一
に
、
物
部
の
楯
の
起
源
に
つ
い
て
で
あ
る
。
直
木
氏
は
、
物
部
が
楯
を
立

て
る
の
は
大
化
以
前
か
ら
の
伝
統
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
津
田
氏
や
榎
村
氏

は
、
物
部
の
楯
に
限
ら
ず
武
器
や
楯
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
儀
礼
自
体
が
い
つ
か
ら

始
ま
っ
た
か
と
い
っ
た
こ
と
を
重
視
し
て
お
り
、
そ
の
成
立
を
津
田
氏
は
孝
徳

朝
、
榎
村
氏
は
推
古
朝
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
榎
村
氏
が
「
守
屋
一
族

の
没
落
後
の
物
部
大
連
氏
が
宮
廷
儀
礼
に
関
与
で
き
た
と
は
考
え
に
く
く
」
と
し

て
い
る
よ
う
に
、
物
部
守
屋
が
蘇
我
氏
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
、
物
部
連
氏
の
勢
力

が
低
下
し
て
い
た
時
期
に
物
部
の
楯
が
現
れ
た
と
は
考
え
難
い
た
め
、
物
部
連
氏

復
権
後
に
物
部
の
楯
が
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
楯
を

立
て
る
儀
礼
が
果
た
し
て
推
古
朝
以
前
、
特
に
守
屋
が
滅
ぼ
さ
れ
る
以
前
に
は
存

在
し
な
か
っ
た
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
も
し
存
在
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
守
屋
滅
亡

以
前
の
大
連
と
し
て
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
時
代
に
物
部
連
氏
と
楯
の
結
び
つ
き
を

想
定
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

第
二
に
、
物
部
の
楯
の
変
遷
に
つ
い
て
で
あ
る
。
津
田
氏
や
直
木
氏
が
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
石
上
・
榎
井
氏
が
立
て
る
武
器
に
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
て

よ
い
だ
ろ
う
。
問
題
な
の
は
、
物
部
の
楯
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に
立
て
ら
れ
る
の

が
遡
源
的
な
姿
で
あ
り
、
そ
の
他
の
場
合
に
立
て
ら
れ
る
も
の
に
派
生
し
て
い
っ

た
か
で
あ
る
。
榎
村
氏
は
、
物
部
の
楯
は
元
日
朝
賀
に
立
て
ら
れ
る
の
が
遡
源
的

な
姿
で
あ
る
と
し
、
そ
こ
か
ら
即
位
儀
・
大
嘗
祭
・
遷
都
後
な
ど
の
物
部
の
楯
へ

と
派
生
し
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
即
位
儀
が
行
わ
れ
た
場
合
や
遷
都
後
で
は

な
い
元
日
朝
賀
に
お
い
て
、
物
部
の
楯
が
立
て
ら
れ
た
と
い
う
直
接
的
な
史
料
は

見
当
た
ら
ず
、
そ
も
そ
も
通
常
の
元
日
朝
賀
で
物
部
の
楯
が
立
て
ら
れ
た
の
か
と
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い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
再
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
物
部
の
楯
は
本

来
ど
の
よ
う
な
場
合
に
立
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
考
察
が
必
要
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
初
め
に
『
日
本
書
紀
』・『
続
日
本
紀
』
に
み
ら
れ
る
奈
良
時
代
ま

で
の
事
例
を
整
理
す
る
。
平
安
時
代
以
降
に
関
し
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て

『
儀
式
』
や
『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
以
外
の
史
料
は
十
分
に
検
証
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
そ
の
他
の
史
料
も
掲
げ
、
物
部

の
楯
の
変
遷
を
た
ど
る
。
そ
し
て
、
物
部
の
楯
が
ど
こ
ま
で
遡
り
得
る
も
の
で
あ

る
か
、
起
源
に
つ
い
て
の
考
察
も
行
っ
て
い
く
。

一

奈
良
時
代
ま
で
に
お
け
る
物
部
の
楯

『
日
本
書
紀
』・『
続
日
本
紀
』
に
み
え
る
、
奈
良
時
代
ま
で
の
物
部
の
楯
に
関

す
る
記
事
は
九
例
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
列
挙
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇
四
年
（
六
九
〇
）
正
月
戊
寅
朔
条

四
年
春
正
月
戊
寅
朔
。
物
部
麿
朝
臣
樹
二

大
盾
一

。
神
祇
伯
中
臣
大
嶋
朝
臣

読
二

天
神
寿
詞
一

。
畢
忌
部
宿
祢
色
夫
知
奉
二

上
神
璽
剣
鏡
於
皇
后
一

。
皇
后

即
二

天
皇
位
一

。
公
卿
百
寮
羅
列
、
匝
拝
而
拍
レ

手
焉
。

②
『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
）
十
一
月
己
卯
条

己
卯
。
大
嘗
。
直
広
肆
榎
井
朝
臣
倭
麻
呂
竪
二

大
楯
一

。
直
広
肆
大
伴
宿
祢
手

拍
竪
二

楯
桙
一

。（
後
略
）

③
『
続
日
本
紀
』
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
十
一
月
己
卯
条

己
卯
。
大
嘗
。（
中
略
）
従
五
位
下
石
上
朝
臣
勝
男
、
石
上
朝
臣
乙
麻
呂
、

従
六
位
上
石
上
朝
臣
諸
男
、
従
七
位
上
榎
井
朝
臣
大
嶋
等
、
率
二

内
物
部
一

、

立
二

神
楯
於
斎
宮
南
北
二
門
一

。

④
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
四
年
正
月
丁
未
朔
条

十
四
年
春
正
月
丁
未
朔
。
百
官
朝
賀
。
為
二

大
極
殿
未
一レ

成
、
権
造
二

四
阿

殿
一

、
於
レ

此
受
レ

朝
焉
。
石
上
・
榎
井
両
氏
始
樹
二

大
楯
槍
一

。

⑤
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
六
年
（
七
四
四
）
三
月
甲
戌
条

三
月
甲
戌
。
石
上
・
榎
井
二
氏
樹
二

大
楯
槍
於
難
波
宮
中
外
門
一

。

⑥
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
七
年
（
七
四
五
）
正
月
己
未
朔
条

十
七
年
春
正
月
己
未
朔
。
廃
朝
。
乍
遷
二

新
京
一

、
伐
レ

山
開
レ

地
以
造
二

宮

室
一

。
垣
牆
未
レ

成
、
繞
以
二

帷
帳
一

。
令
三

兵
部
卿
従
四
位
上
大
伴
宿
祢
牛
養
、

衛
門
督
従
四
位
下
佐
伯
宿
祢
常
人
樹
二

大
楯
槍
一

。〈
石
上
・
榎
井
二
氏
倉
卒

不
レ

及
二

追
集
一

。
故
令
二

二
人
為
一レ

之
。〉（
後
略
）

⑦
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
七
年
六
月
庚
子
条

是
日
。
樹
二

宮
門
之
大
楯
一

。

⑧
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
十
一
月
癸
卯
条

癸
卯
。
御
二

太
政
官
院
一

、
行
二

大
嘗
之
事
一

。（
中
略
）
参
議
従
三
位
式
部
卿

石
上
朝
臣
宅
嗣
、
丹
波
守
正
五
位
上
石
上
朝
臣
息
嗣
、
勅
旨
少
輔
従
五
位
上

兼
春
宮
員
外
亮
石
上
朝
臣
家
成
、
散
位
従
七
位
上
榎
井
朝
臣
種
人
立
二

神
楯

桙
一

。（
後
略
）

⑨
『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
正
月
丁
酉
朔
条

四
年
春
正
月
丁
酉
朔
。
天
皇
御
二

大
極
殿
一

受
レ

朝
。
其
儀
如
レ

常
。
石
上
・
榎

井
二
氏
、
各
竪
二

桙
楯
一

焉
。
始
停
二

兵
衛
叫
閽
之
儀
一

。

こ
れ
ら
の
事
例
は
以
下
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
だ
ろ
う
。

Ⅰ

即
位
儀
の
事
例

即
位
儀
の
事
例
と
し
て
明
ら
か
な
も
の
は
、
①
の
持
統
天
皇
四
年
の
元
日
に
行

わ
れ
た
持
統
天
皇
即
位
儀
に
、
物
部
麿
（
石
上
麻
呂
）
が
「
大
盾
」
を
立
て
た
と
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い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
、
物
部
の
楯
全
体
の
初
見
史
料
で
も
あ
る
。
ま

た
、
史
料
上
に
み
ら
れ
る
即
位
儀
に
物
部
の
楯
が
立
て
ら
れ
た
唯
一
の
確
か
な
事

例
で
も
あ
り
、
こ
の
後
の
即
位
儀
に
も
立
て
ら
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

し
か
し
、
持
統
天
皇
即
位
儀
は
、
中
臣
に
よ
る
天
神
寿
詞
の
奏
上
と
忌
部
に
よ

る
神
璽
奉
上
と
い
っ
た
、
養
老
神
祇
令
践
祚
条
に
も
み
ら
れ
る
要
素
が
含
ま
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
持
統
天
皇
即
位
儀
の
前
年
に
出
さ
れ
た
飛
鳥
浄
御
原
令
に
も

養
老
令
と
同
様
の
条
文
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
令
制
即
位
儀
の
始
ま
り
と
評
価

（
�
）

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
令
制
即
位
儀
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
持
統
天
皇
即
位
儀
に
物

部
の
楯
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
後
の
即
位
儀
に
も
物
部
の
楯
が
立
て
ら

れ
た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、『
古
語
拾
遺
』
に
は
、

日
臣
命
、
帥
二

来
目
部
一

、
衛
二

護
宮
門
一

、
掌
二

其
開
闔
一

。
饒
速
日
命
、
帥
二

内
物
部
一

、
造
二

備
矛
盾
一

。
其
物
既
備
、
天
富
命
、
率
二

諸
斎
部
一

、
捧
二

持
天

璽
鏡
釼
一

、
奉
レ

安
二

正
殿
一

、
并
懸
二

瓊
玉
一

、
陳
二

其
幣
物
一

、
殿
祭
祝
詞
。

〈
其
祝
詞
文
在
二

於
別
巻
一

。〉
次
、
祭
二

宮
門
一

。〈
其
祝
詞
、
在
二

於
別
巻
一

。〉

然
後
、
物
部
乃
立
二

矛
盾
一

。
大
伴
・
来
目
建
レ

杖
、
開
レ

門
令
下

朝
二

四
方
之

国
一

、
以
観
中

天
位
之
貴
上

。

と
、
神
武
天
皇
即
位
儀
に
お
い
て
、
物
部
連
氏
の
祖
饒
速
日
命
が
「
矛
盾
」
を
立

て
た
と
す
る
伝
承
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、
石
上
・
榎
井
氏
は
④

の
天
平
十
四
年
の
恭
仁
京
遷
都
後
に
楯
を
立
て
る
以
前
の
①
②
③
で
は
楯
し
か
立

て
て
お
ら
ず
、
石
上
・
榎
井
氏
が
楯
以
外
に
も
ホ
コ
も
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
恭
仁
京
遷
都
の
時
か
ら
だ
と
し
、
天
平
十
四
年
以
降
の
知
識
で
書
か
れ
た
の
で

（
�
）

あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
天
平
十
四
年
以
降
の
知
識
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、『
古
語
拾
遺
』
が
神
武
天
皇
即
位
儀
で
物
部
の
楯
が
立
て
ら
れ

た
と
し
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
奈
良
時
代
の
即
位
儀
は
、
神
祇
令

践
祚
条
の
規
定
ど
お
り
に
実
施
さ
れ
、
中
臣
の
寿
詞
奏
上
と
忌
部
の
神
璽
奉
上

（
�
）

は
、
奈
良
時
代
を
通
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。『
古
語
拾
遺
』

に
お
い
て
、
神
武
天
皇
即
位
儀
に
物
部
の
楯
が
立
て
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
の

は
、
実
際
に
『
古
語
拾
遺
』
が
編
纂
さ
れ
た
大
同
年
間
あ
た
り
ま
で
は
、
中
臣
の

寿
詞
奏
上
と
忌
部
の
神
璽
奉
上
と
同
じ
く
、
即
位
儀
で
物
部
の
楯
が
立
て
ら
れ
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

Ⅱ

大
嘗
祭
の
事
例

大
嘗
祭
の
事
例
と
し
て
は
、
②
の
文
武
天
皇
大
嘗
祭
、
③
の
聖
武
天
皇
大
嘗

祭
、
⑧
の
光
仁
天
皇
大
嘗
祭
が
み
ら
れ
る
。

②
の
文
武
天
皇
大
嘗
祭
で
は
、
榎
井
倭
麻
呂
が
「
大
楯
」
を
立
て
、
大
伴
手
拍

が
「
楯
桙
」
を
立
て
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
、
石
上
・
榎
井
氏
の
み
が
楯

と
ホ
コ
を
立
て
る
と
は
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

③
の
聖
武
天
皇
大
嘗
祭
で
は
、
史
料
上
は
じ
め
て
、
石
上
・
榎
井
氏
が
揃
っ
て

内
物
部
を
率
い
て
「
斎
宮
南
北
二
門
」
に
「
神
楯
」
を
立
て
て
い
る
が
、
平
安
時

代
の
規
定
と
は
異
な
り
石
上
氏
三
名
、
榎
井
氏
一
名
と
な
っ
て
い
る
。

⑧
の
光
仁
天
皇
大
嘗
祭
で
も
、
聖
武
天
皇
大
嘗
祭
と
同
じ
人
数
の
石
上
氏
三

（

）

名
、
榎
井
氏
一
名
で
「
神
楯
桙
」
を
立
て
て
い
る
。

Ⅲ

遷
都
後
の
事
例

遷
都
後
の
事
例
と
し
て
は
、
④
の
恭
仁
京
遷
都
後
、
⑤
の
難
波
宮
遷
都
後
、
⑥

の
紫
香
楽
宮
遷
都
後
、
⑦
の
平
城
京
還
都
後
、
⑨
の
長
岡
京
遷
都
後
の
五
つ
が
挙

げ
ら
れ
る
。

ま
ず
、
④
の
恭
仁
京
遷
都
後
に
「
大
楯
槍
」
が
立
て
ら
れ
た
事
例
で
あ
る
が
、

こ
の
日
は
元
日
で
あ
り
、
ま
た
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
時
か
ら
楯
の
み
な
ら
ず
ホ
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コ
も
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

⑤
の
難
波
宮
遷
都
後
で
は
、「
難
波
宮
中
外
門
」
に
「
大
楯
槍
」
が
立
て
ら
れ

た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
具
体
的
な
場
所
が
示
さ
れ
て
お
り
注
目
す
べ
き
点
で

あ
る
。

⑥
の
紫
香
楽
宮
遷
都
後
で
は
、
こ
の
日
も
④
と
同
じ
く
元
日
で
あ
り
、
石
上
・

榎
井
氏
が
急
な
遷
都
の
た
め
間
に
合
わ
ず
、
代
わ
り
に
大
伴
・
佐
伯
氏
が
「
大
楯

槍
」
を
立
て
た
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時
に
は
、「
石
上
・
榎
井
二
氏

倉
卒
不
レ

及
二

追
集
一

。
故
令
二

二
人
為
一レ

之
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
楯
ホ
コ
は
石
上

・
榎
井
氏
が
立
て
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
大
伴
・
佐
伯
氏
は
あ
く
ま
で
代
理
で

あ
る
と
い
う
認
識
が
確
立
し
て
い
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
②
の
文
武

天
皇
大
嘗
祭
で
、
榎
井
氏
と
大
伴
氏
が
参
加
し
た
こ
と
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

⑦
の
平
城
宮
還
都
後
で
は
、
石
上
・
榎
井
氏
が
楯
を
立
て
た
と
の
記
述
は
無
い

が
、
他
の
遷
都
後
の
事
例
か
ら
も
、
物
部
の
楯
が
立
て
ら
れ
た
事
例
と
し
て
考
え

て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
こ
で
「
宮
門
之
大
楯
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大

楯
が
「
宮
門
」
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
注
目
す

べ
き
点
で
あ
る
。

⑨
の
長
岡
京
遷
都
後
も
ま
た
元
日
で
あ
り
、「
桙
楯
」
が
立
て
ら
れ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
事
例
は
、
史
料
上
で
石
上
・
榎
井
氏
が
遷
都
後
に
物
部
の
楯
を
立

て
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
最
後
の
事
例
で
あ
る
。

な
お
、
遷
都
後
に
楯
を
立
て
る
の
は
、
初
見
の
恭
仁
京
遷
都
の
時
を
除
い
て
は

遷
都
か
ら
約
一
か
月
後
の
よ
う
で
あ
る
（
恭
仁
京
遷
都
の
時
は
、
遷
都
か
ら
約
一

（

）

年
後
に
物
部
の
楯
が
立
て
ら
れ
た
）。

以
上
、『
日
本
書
紀
』・『
続
日
本
紀
』
の
記
事
よ
り
、
奈
良
時
代
ま
で
で
物
部

の
楯
が
立
て
ら
れ
た
事
例
を
み
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
は
、
即
位
儀
（
元
日
の
例
一

件
）・
大
嘗
祭
・
遷
都
後
（
元
日
の
例
三
件
を
含
む
）
の
三
つ
に
分
類
で
き
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
通
常
の
元
日
朝
賀
に
も
物
部
の
楯
が
立
て
ら

れ
た
と
の
説
が
あ
る
。
確
か
に
、
確
認
し
た
奈
良
時
代
ま
で
に
物
部
の
楯
が
立
て

ら
れ
た
事
例
の
う
ち
、
九
例
中
四
例
は
元
日
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
通
常
の
元

日
に
も
物
部
の
楯
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
な
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
検
討
す
る
。

ま
た
、
物
部
の
楯
が
立
て
ら
れ
る
場
所
に
つ
い
て
み
る
と
、
聖
武
天
皇
大
嘗
祭

の
③
で
は
「
斎
宮
南
北
二
門
」、
難
波
宮
遷
都
後
の
⑤
で
は
「
難
波
宮
中
外
門
」、

平
城
京
還
都
後
の
⑦
で
は
「
宮
門
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。「
難
波
宮
中
外

門
」
に
つ
い
て
は
、
直
木
孝
次
郎
氏
の
研
究
が
あ
る
。
直
木
氏
は
、
平
城
宮
の
中

壬
生
門
が
壬
生
門
の
内
側
に
あ
る
門
、
す
な
わ
ち
東
区
朝
堂
院
の
朝
集
殿
院
南
門

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
難
波
宮
中
外
門
」
も
外
門
（
朱
雀
門
）
の

（

）

内
側
に
あ
る
門
で
、
平
安
宮
の
応
天
門
に
あ
た
る
門
と
し
て
い
る
。
一
方
、
宮
門

は
、
令
制
用
語
と
し
て
は
平
安
宮
の
会
昌
門
に
あ
た
る
朝
堂
院
南
門
を
指
す
。

榎
村
寛
之
氏
は
、「
難
波
宮
中
外
門
」
が
応
天
門
に
あ
た
る
門
と
す
る
直
木
氏

の
説
を
受
け
、
さ
ら
に
「
宮
門
」
を
令
制
用
語
と
し
て
の
宮
門
、
す
な
わ
ち
会
昌

門
に
あ
た
る
門
と
解
し
、
こ
れ
ら
は
本
来
一
つ
の
門
で
あ
り
、
物
部
の
楯
は
朝
堂

院
南
門
に
立
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う

に
、
門
の
前
に
楯
を
立
て
る
こ
と
は
、
継
体
朝
前
後
に
は
既
に
成
立
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
継
体
朝
前
後
の
時
期
に
朝
堂
院
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
後

世
に
朝
堂
院
南
門
に
立
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
物
部
の
楯

（
も
し
く
は
そ
の
原
型
と
な
る
も
の
）
が
、
成
立
当
初
か
ら
朝
堂
院
南
門
に
立
て

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
は
低
い
だ
ろ
う
。

「
宮
門
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
西
本
昌
弘
氏
に
よ
れ
ば
、
令
制
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的
都
城
制
が
成
立
す
る
以
前
に
は
、
宮
の
最
外
郭
の
門
を
「
宮
門
」
と
称
し
た
と

（

）

い
う
。
ま
た
、『
日
本
書
紀
』
用
明
天
皇
元
年
（
五
八
六
）
五
月
条
で
は
殯
宮
の

門
を
「
宮
門
」
と
し
た
記
述
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
、
単
に
宮
の
門
を
「
宮

門
」
と
称
し
た
と
思
わ
れ
、「
宮
門
」
を
直
ち
に
会
昌
門
と
解
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
よ
う
で
あ
る
。「
難
波
宮
中
外
門
」
に
関
し
て
も
、「
難
波
宮
中
の
外
門
」
と

読
む
こ
と
も
で
き
、
そ
の
場
合
は
宮
の
最
外
郭
の
門
と
い
う
こ
と
と
な
る
が
、
直

木
氏
の
理
解
も
十
分
考
え
ら
れ
得
る
。
し
た
が
っ
て
、
⑤
の
「
難
波
宮
中
外
門
」

と
⑦
の
「
宮
門
」
が
、
実
際
に
ど
の
門
を
示
し
て
い
る
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。

⑤
の
「
難
波
宮
中
外
門
」
や
⑦
の
「
宮
門
」
が
ど
の
門
に
あ
た
る
か
は
判
然
と

し
な
い
が
、
ひ
と
ま
ず
物
部
の
楯
は
、「
宮
門
之
大
楯
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宮

の
門
で
あ
る
「
宮
門
」
に
立
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
大
嘗
祭
に
お
い
て
は
、
③
よ
り
「
斎
宮
南
北
二
門
」、
す
な
わ
ち
大
嘗

宮
の
南
北
の
門
に
物
部
の
楯
が
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
れ
は
後
述
の

平
安
時
代
の
諸
儀
式
書
な
ど
に
書
か
れ
て
い
る
場
所
と
同
じ
で
あ
る
。
殯
宮
の
門

を
「
宮
門
」
と
称
し
た
事
例
か
ら
考
え
れ
ば
、
大
嘗
祭
に
お
い
て
物
部
の
楯
が
立

て
ら
れ
る
大
嘗
宮
南
北
門
も
宮
の
門
で
あ
り
、
こ
れ
も
物
部
の
楯
が
「
宮
門
」
に

立
て
ら
れ
る
事
例
の
一
種
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

二

元
日
に
お
け
る
物
部
の
楯
の
検
討

前
節
で
確
認
し
た
奈
良
時
代
ま
で
の
事
例
で
は
、『
日
本
書
紀
』・『
続
日
本
紀
』

に
よ
る
限
り
、
即
位
儀
・
大
嘗
祭
・
遷
都
後
と
い
っ
た
場
合
に
物
部
の
楯
が
立
て

ら
れ
、
即
位
儀
が
行
わ
れ
た
場
合
や
遷
都
後
で
は
な
い
通
常
の
元
日
朝
賀
に
お
い

て
、
物
部
の
楯
が
立
て
ら
れ
た
事
例
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
平
安
時
代
の
諸
儀
式

書
な
ど
の
史
料
に
お
い
て
も
、
元
日
朝
賀
で
物
部
の
楯
が
立
て
ら
れ
る
と
い
っ
た

こ
と
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
通
常
の
元
日
朝
賀
に
お
い
て
も
物
部
の
楯
が
立

て
ら
れ
た
と
す
る
説
が
あ
る
。

通
常
の
元
日
朝
賀
に
も
物
部
の
楯
が
立
て
ら
れ
た
と
し
た
の
は
、
橋
本
義
則
氏

と
榎
村
寛
之
氏
で
あ
る
。

橋
本
氏
は
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
を
根
拠
と
し
、
榎
村
氏
は
橋
本
氏
の
説
を
引
用

し
つ
つ
、
遷
都
後
の
元
日
に
物
部
の
楯
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
『
日
本
書

紀
』
推
古
天
皇
十
一
年
十
一
月
是
月
条
に
楯
と
靫
が
準
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
根

拠
に
、
そ
れ
ぞ
れ
通
常
の
元
日
に
も
物
部
の
楯
が
立
て
ら
れ
る
と
し
た
。
以
下
に

橋
本
氏
と
榎
村
氏
の
説
を
検
討
し
て
い
く
。

榎
村
氏
は
、
遷
都
後
に
お
け
る
物
部
の
楯
の
う
ち
、
五
例
中
三
例
が
元
日
に
立

て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、「
正
月
元
日
が
楯
と
か
か
わ
り
の
深
い
日
だ
と

い
う
意
識
が
な
け
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
元
日
に
立
て
な
い
だ
ろ
う
」
と
す
る
。
し
か

し
、
残
り
の
二
例
は
、
難
波
宮
遷
都
後
は
三
月
に
、
平
城
京
還
都
後
は
六
月
に
立

て
ら
れ
て
お
り
、
遷
都
後
に
お
け
る
物
部
の
楯
が
、
必
ず
し
も
元
日
に
立
て
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。
ま
た
、
遷
都
後
の
物
部
の
楯
は
、
恭
仁
京
遷
都
時

を
除
き
、
遷
都
か
ら
約
一
か
月
後
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
紫
香
楽
宮
遷
都
は
十
一

月
十
七
日
、
長
岡
京
遷
都
は
十
一
月
十
一
日
と
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
遷
都
自
体
が

そ
も
そ
も
年
末
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
紫
香
楽
宮
遷
都
後
の
物

部
の
楯
は
、
元
日
に
立
て
ら
れ
て
は
い
る
が
、
こ
の
日
は
廃
朝
さ
れ
て
お
り
、
元

日
朝
賀
と
は
無
関
係
に
物
部
の
楯
が
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が

っ
て
、
通
常
は
元
日
朝
賀
に
物
部
の
楯
を
立
て
な
い
が
、
元
日
に
近
い
時
期
に
遷

都
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
元
日
を
選
ん
で
物
部
の
楯
を
立
て
て
い
る
と
も
考
え
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ら
れ
る
の
で
あ
る
。
恭
仁
京
遷
都
後
に
関
し
て
も
、
遷
都
後
約
一
年
を
経
て
元
日

に
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
も
何
ら
か
の
事
情
で
遷
都
後
す
ぐ
に
立
て
ら

れ
な
か
っ
た
物
部
の
楯
を
、
立
て
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
後
の
元
日
を
選
ん
で

立
て
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
十
二
月
や
正
月
の
別
の
日
で
は
な
く
、
元
日
を
選
ん
で
物
部
の
楯
を

立
て
る
の
は
、
な
ん
ら
か
の
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
四
節
で
述
べ
る
よ
う

に
、
古
代
に
お
い
て
楯
は
、
新
た
な
宮
が
造
ら
れ
た
時
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
遷
都
後
の
楯
も
、
新
た
な
宮
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
立
て
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
遷
都
後
の
元
日
に
物
部
の
楯
が
立
て
ら
れ
た

事
例
の
う
ち
、
恭
仁
京
遷
都
後
は
「
為
二

大
極
殿
未
一レ

成
、
権
造
二

四
阿
殿
一

」、
紫

香
楽
宮
遷
都
後
で
は
「
乍
遷
二

新
京
一

、
伐
レ

山
開
レ

地
以
造
二

宮
室
一

。
垣
牆
未
レ

成
、

繞
以
二

帷
帳
一

」
と
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
宮
が
未
完
成
で
あ
っ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
元
日
に
は
、
こ
の
よ
う
に
宮
が
未
完
成
な
状
態
で
あ
っ
て
も
、
新
た
な

宮
が
造
ら
れ
た
時
に
必
要
と
さ
れ
る
物
部
の
楯
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
完
成

し
た
正
式
な
宮
に
遷
都
し
て
い
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。ま

た
、
榎
村
氏
は
、『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
十
一
年
十
一
月
是
月
条
の
以
下

の
記
述
を
重
視
す
る
。

是
月
。
皇
太
子
請
二

于
天
皇
一

、
以
作
二

大
楯
及
靫
一

、〈
靫
、
此
云
二

由
岐
一

。〉

又
絵
二

于
旗
幟
一

。

榎
村
氏
は
、
こ
の
記
事
を
元
日
朝
賀
の
原
型
と
な
る
儀
礼
の
整
備
記
事
で
あ
る
と

み
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
西
本
昌
弘
氏
に
よ
り
、
元
日
朝
賀
で
は
な
く

推
古
朝
の
元
日
に
行
わ
れ
て
い
た
射
戯
の
準
備
の
記
事
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
あ

（

）
る
。

以
上
よ
り
、
榎
村
氏
の
説
に
し
た
が
え
ば
、
通
常
の
元
日
朝
賀
に
物
部
の
楯
が

立
て
ら
れ
た
と
は
考
え
難
い
。
問
題
は
榎
村
氏
も
引
用
し
て
い
る
橋
本
氏
の
平
城

宮
跡
出
土
木
簡
に
よ
る
指
摘
で
あ
ろ
う
。

橋
本
氏
は
、
大
嘗
祭
で
立
て
ら
れ
る
神
楯
ホ
コ
は
天
皇
一
代
の
大
嘗
祭
の
た
び

ご
と
に
新
し
く
造
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
他
の
場
合
に
立
て
ら
れ
た
大
楯
ホ
コ
は

衛
門
府
が
管
理
を
担
当
し
、
修
理
を
加
え
つ
つ
代
々
用
い
ら
れ
た
も
の
と
し
、
神

楯
ホ
コ
と
大
楯
ホ
コ
の
性
格
の
相
違
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
大
楯
ホ
コ
の
こ
の
よ

う
な
性
格
は
、
平
安
宮
に
お
け
る
大
嘗
祭
で
朱
雀
門
・
応
天
門
・
会
昌
門
の
大
門

に
立
て
ら
れ
た
楯
ホ
コ
に
引
き
継
が
れ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、『
続
日
本
紀
』
に

み
え
る
恭
仁
京
遷
都
後
・
紫
香
楽
宮
遷
都
後
・
長
岡
京
遷
都
後
の
元
日
に
大
楯
槍

（
桙
）
が
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
平
城
宮
南
面
東
門
（
壬
生
門
）
前

（

）

の
二
条
大
路
北
側
溝
（
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇
）
よ
り
出
土
し
た
以
下
の
木
簡
に
注
目
す

る
。

・
造
兵
司
移
衛
門
府
大
楯
并
桙
事

以
前
等
物
修
理
已
訖
冝

・
承
状
知
以
今
日
令
運
仍
具
状
以
移

天
平
三
年
十
二
月
廿
日
従
七
位
上
行
大
令
史
葛
井
連
「
□
足
」

橋
本
氏
は
、
こ
の
木
簡
の
文
書
発
信
の
日
付
か
ら
み
て
、
天
平
四
年
（
七
三
二
）

の
元
日
朝
賀
に
む
け
て
、
大
楯
桙
の
修
理
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
推
定

し
、
こ
れ
ら
を
根
拠
に
少
な
く
と
も
奈
良
時
代
中
頃
ま
で
は
毎
年
の
元
日
朝
賀
に

も
大
楯
ホ
コ
が
立
て
ら
れ
た
と
す
る
。

橋
本
氏
の
説
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
遷
都
後
お
よ
び
大
嘗
祭
で
朱
雀
門
・
応

天
門
・
会
昌
門
の
大
門
に
立
て
ら
れ
る
大
楯
ホ
コ
と
、
大
嘗
祭
で
立
て
ら
れ
る
神

（

）

楯
ホ
コ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

遷
都
後
の
大
楯
ホ
コ
に
つ
い
て
は
、
難
波
皇
都
宣
言
直
前
の
『
続
日
本
紀
』
天
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平
十
六
年
二
月
甲
寅
条
に
、

甲
寅
。
運
二

恭
仁
宮
高
御
座
并
大
楯
於
難
波
宮
一

。
又
遣
レ

使
取
二

水
路
一

運
二

漕

兵
庫
器
杖
一

。

と
あ
り
、
恭
仁
京
遷
都
後
に
立
て
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
大
楯
が
難
波
宮
に
運
ば
れ
て

い
る
の
で
、
再
利
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

大
嘗
祭
で
朱
雀
門
・
応
天
門
・
会
昌
門
の
大
門
に
立
て
ら
れ
る
大
楯
ホ
コ
に
つ

い
て
は
、『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
神
楯
戟
条
に
、

凡
大
嘗
宮
南
北
門
所
レ

建
神
楯
四
枚
、〈
各
長
一
丈
二
尺
四
寸
、
上
広
三
尺
九

寸
、
中
広
四
尺
七
寸
、
下
広
四
尺
四
寸
五
分
、
厚
二
寸
。〉
戟
八
竿
、〈
各
長

一
丈
八
尺
。〉
左
右
衛
門
府
九
月
上
旬
申
レ

官
、
令
二

兵
庫
寮
依
レ

様
造
備
一

。

〈
楯
丹
波
国
楯
縫
氏
造
之
、
戟
紀
伊
国
忌
部
氏
造
之
、
祭
畢
便
収
二

衛
門

府
一

。〉
又
朱
雀
・
応
天
・
会
昌
等
門
所
レ

建
大
楯
六
枚
、
戟
十
二
竿
、
亦
令
二

同
寮
修
理
一

。

と
あ
り
、『
延
喜
兵
庫
寮
式
』
大
門
楯
条
に
は
、

建
二

大
門
一

楯
六
枚
、
戟
十
二
竿
、
若
有
二

破
損
一

者
、
待
二

衛
門
府
移
一

寮
即
修

理
。
其
料
物
随
二

損
多
少
一

請
受
。

と
あ
る
の
で
、
朱
雀
門
・
応
天
門
・
会
昌
門
の
大
門
に
立
て
ら
れ
る
大
楯
戟
は
衛

門
府
の
移
を
受
け
て
兵
庫
寮
が
修
理
す
る
こ
と
か
ら
、
代
々
修
理
し
て
再
利
用
さ

れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

一
方
、
大
嘗
祭
の
神
楯
ホ
コ
は
、『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
神
楯
戟
条
に
、
左

右
衛
門
府
が
九
月
上
旬
に
官
に
申
請
し
て
、
楯
は
丹
波
国
楯
縫
氏
、
戟
は
紀
伊
国

忌
部
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
造
る
と
あ
り
、
大
嘗
祭
ご
と
に
新
し
く
製
作
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
橋
本
氏
が
注
目
し
た
木
簡
は
、
毎
年
の
元
日
朝
賀
に
大
楯
ホ
コ
が
立
て

ら
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
橋
本
氏
は
、
恭
仁
京
遷
都
後
・
紫

香
楽
宮
遷
都
後
・
長
岡
京
遷
都
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
を
元
日
朝
賀
で
楯
が
立
て

ら
れ
る
事
例
と
捉
え
、
元
日
朝
賀
の
大
楯
ホ
コ
は
大
嘗
祭
の
大
門
で
立
て
ら
れ
る

楯
と
同
じ
く
、
修
理
し
て
使
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
大
楯
桙
を
修
理
し
た
木
簡

の
「
文
書
発
信
の
日
付
か
ら
見
て
」、
こ
の
木
簡
が
毎
年
の
元
日
朝
賀
に
大
楯
ホ

コ
が
立
て
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
解
し
て
い
る
。

し
か
し
、
橋
本
説
で
は
、
大
嘗
祭
の
大
門
の
大
楯
ホ
コ
は
平
安
宮
に
遷
っ
て
か

ら
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
が
、
奈
良
時
代
に
大
嘗

祭
で
大
門
の
大
楯
ホ
コ
が
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
確
証
は
無
い
。
ま
た
、
即

位
儀
や
遷
都
後
と
い
う
特
殊
な
事
情
が
無
い
時
の
元
日
に
お
い
て
は
、
大
楯
ホ
コ

が
立
て
ら
れ
た
と
い
う
事
例
が
一
例
も
見
当
た
ら
ず
、
橋
本
氏
も
「
文
書
発
信
の

日
付
か
ら
見
て
」
と
い
う
根
拠
し
か
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
先
に
確
認

し
た
大
楯
ホ
コ
と
神
楯
ホ
コ
の
取
り
扱
い
か
ら
、
橋
本
氏
が
注
目
し
た
木
簡
は
、

大
嘗
祭
に
お
い
て
大
門
に
立
て
ら
れ
た
大
楯
ホ
コ
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
神
楯
戟
条
や
『
延
喜
兵
庫
寮
式
』
大
門
楯
条
に
は
、

兵
庫
寮
が
衛
門
府
か
ら
の
移
を
受
け
て
、
大
門
の
大
楯
戟
を
修
理
す
る
と
あ
る
。

（

）

兵
庫
寮
は
造
兵
司
の
後
継
の
官
司
で
も
あ
る
の
で
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
同
様
の

規
定
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
造
兵
司
が
大
門
の
大
楯
ホ
コ
を
修
理
し
て
い
る

可
能
性
が
高
い
。
橋
本
氏
が
注
目
し
た
木
簡
で
は
、
造
兵
司
が
大
楯
桙
を
修
理
し

終
わ
り
、
そ
の
管
理
を
担
当
す
る
衛
門
府
へ
運
ぶ
旨
が
書
か
れ
て
お
り
、『
延
喜

践
祚
大
嘗
祭
式
』
神
楯
戟
条
や
『
延
喜
兵
庫
寮
式
』
大
門
楯
条
の
規
定
と
一
致
す

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
に
、
こ
の
木
簡
は
、
神
亀
元
年
の
聖
武
天
皇

大
嘗
祭
で
立
て
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
大
門
の
大
楯
桙
を
修
理
し
た
も
の
と
解
す
こ
と

が
で
き
、
ま
た
、
聖
武
朝
に
は
既
に
大
嘗
祭
の
大
門
の
大
楯
ホ
コ
が
存
在
し
て
い
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（

）

た
こ
と
を
示
す
も
の
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
橋
本
氏
が
注
目
し
た
木
簡
が
、
元
日
朝
賀
で
立
て
る
た
め
の
大

楯
ホ
コ
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
極
め
て
低
く
、
通
常
の
元
日
朝

賀
に
お
い
て
は
物
部
の
楯
が
立
て
ら
れ
た
と
は
考
え
難
い
。
よ
っ
て
、
奈
良
時
代

ま
で
に
お
い
て
、
物
部
の
楯
は
即
位
儀
・
大
嘗
祭
・
遷
都
後
に
お
い
て
の
み
立
て

ら
れ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。

三

平
安
時
代
に
お
け
る
物
部
の
楯

平
安
時
代
に
な
る
と
、
即
位
儀
で
物
部
の
楯
が
立
て
ら
れ
る
事
例
は
み
ら
れ

ず
、
遷
都
自
体
も
行
わ
れ
な
い
た
め
、
石
上
・
榎
井
氏
は
大
嘗
祭
に
お
い
て
の
み

物
部
の
楯
を
立
て
る
よ
う
に
な
る
。
即
位
儀
か
ら
物
部
の
楯
が
み
ら
れ
な
く
な
る

の
は
、
持
統
天
皇
即
位
儀
の
際
に
、
物
部
の
楯
と
と
も
に
み
ら
れ
た
中
臣
の
天
神

寿
詞
奏
上
と
忌
部
の
神
璽
奉
上
が
平
安
時
代
初
期
に
は
大
嘗
祭
の
み
で
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
と
共
通
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

平
安
時
代
の
大
嘗
祭
に
お
け
る
物
部
の
楯
の
最
も
詳
細
な
規
定
は
、『
儀
式
』

と
『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
に
み
ら
れ
る
。

Ⓐ
『
儀
式
』
巻
三

践
祚
大
嘗
祭
儀
・
中

石
上
・
榎
井
二
氏
人
各
二
人
、〈
着
二

明
服
一

。〉
率
二

内
物
部
卌
人
一

、〈
着
二

紺

布
衫
一

。〉
立
二

大
嘗
宮
南
北
門
神
楯
戟
一

。〈
門
別
楯
二
枚
、
戟
四
竿
、
木
工

寮
預
設
二

格
木
於
二
門
左
右
一

、
其
楯
戟
等
物
、
祭
事
畢
収
二

左
右
衛
門

府
一

。〉
訖
物
部
分
就
二

左
右
楯
下
胡
床
一

。〈
門
別
物
部
廿
人
、
左
右
各
十
人
、

五
人
為
レ

列
、
六
尺
為
レ

間
。〉

Ⓑ
『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
卯
日
条

石
上
・
榎
井
二
氏
各
二
人
、
皆
朝
服
率
二

内
物
部
卌
人
一

、〈
著
二

紺
布
衫
一

。〉

立
二

大
嘗
宮
南
北
門
神
楯
戟
一

。〈
門
別
楯
二
枚
、
戟
四
竿
、
木
工
寮
預
設
二

格

木
於
二
門
左
右
一

、
其
楯
等
祭
事
畢
即
収
二

左
右
衛
門
府
一

。〉
訖
即
分
就
二

左

右
楯
下
胡
床
一

。〈
門
別
内
物
部
廿
人
、
左
右
各
十
人
、
五
人
為
レ

列
、
六
尺

為
レ

間
。〉

こ
れ
ら
の
史
料
よ
り
、
大
嘗
祭
卯
日
の
儀
式
で
の
石
上
・
榎
井
氏
の
行
動
を
整
理

す
る
と
、

ⅰ
石
上
・
榎
井
氏
の
そ
れ
ぞ
れ
二
人
（
計
四
人
）
が
、『
儀
式
』
で
は
明
服
、『
延

喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
で
は
朝
服
を
着
て
、
紺
布
衫
を
着
た
内
物
部
四
十
人
を
率

（

）

い
る
。

ⅱ
大
嘗
宮
の
南
北
の
門
に
、
門
ご
と
に
楯
二
枚
と
戟
四
竿
を
あ
ら
か
じ
め
木
工
寮

が
門
の
左
右
に
設
置
し
て
お
い
た
格
木
に
設
置
す
る
。

ⅲ
内
物
部
が
、
門
ご
と
に
二
十
人
ず
つ
に
分
か
れ
て
、
門
の
左
右
に
十
人
ず
つ
五

人
一
列
間
六
尺
で
胡
坐
に
つ
く
。

と
い
っ
た
よ
う
に
な
る
。

『
儀
式
』・『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
以
降
の
史
料
で
は
、『
西
宮
記
』・『
北
山

抄
』
な
ど
の
儀
式
書
に
も
大
嘗
祭
で
の
物
部
の
楯
に
つ
い
て
み
ら
れ
、『
江
記
』

に
は
鳥
羽
天
皇
大
嘗
祭
、『
本
朝
世
紀
』
に
は
近
衛
天
皇
大
嘗
祭
に
お
い
て
物
部

の
楯
が
立
て
ら
れ
た
実
例
が
そ
れ
ぞ
れ
み
ら
れ
る
。

（

）

Ⓒ
『
西
宮
記
』
巻
十
一

大
嘗
会
事

石
上
・
榎
井
二
氏
各
二
人
朝
服
、
率
二

物
部
卅
人
一

、〈
着
二

紺
衣
一

、
着
二

胡

床
一

。〉
大
嘗
宮
南
北
門
立
二

神
楯
戟
一

。〈
二
枚
戟
竿
。〉
木
工
設
二

格
木
一

。
祭

了
収
二

左
右
衛
門
府
一

。〈
丹
波
楯
縫
氏
造
、
紀
伊
忌
部
造
之
、
衛
門
兵
庫
令
レ
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造
之
ヽ
ヽ
。〉

（

）

Ⓓ
『
北
山
抄
』
巻
五

大
嘗
会
事

石
上
・
榎
井
二
氏
各
二
人
、〈
著
二

朝
服
一

。〉
率
二

内
物
部
卌
人
一

、〈
著
二

紺

衣
一

。〉
立
二

大
嘗
宮
南
北
門
神
楯
戟
一

。〈
門
別
楯
二
枚
戟
四
竿
、
木
工
寮
預

儲
二

格
木
於
二
門
左
右
一

。〉

『
西
宮
記
』・『
北
山
抄
』
の
記
す
物
部
の
楯
に
関
す
る
儀
式
次
第
は
、
基
本
的

に
は
『
儀
式
』・『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、
異
な
る
点
と
し
て

は
『
西
宮
記
』
が
内
物
部
の
人
数
を
「
卅
人
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
一
方
、

『
北
山
抄
』
で
は
、『
儀
式
』
や
『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
と
同
じ
く
、
内
物
部
は

「
卌
人
」
と
し
て
い
る
。
後
掲
の
『
江
記
』
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
鳥
羽
天
皇

大
嘗
会
記
は
、
内
物
部
の
人
数
を
『
西
宮
記
』
と
同
じ
く
「
三
十
人
」
と
し
て
お

り
、
内
物
部
の
人
数
に
変
遷
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
た
だ
し
、『
北
山
抄
』

（

）

（

）

が
編
纂
さ
れ
た
時
期
は
、『
西
宮
記
』
が
編
纂
さ
れ
た
時
期
と
『
江
記
』
に
あ
る

天
仁
元
年
と
の
間
の
時
期
に
あ
た
り
、
実
際
に
一
度
内
物
部
の
人
数
が
「
卌
人
」

に
戻
さ
れ
た
の
か
、『
北
山
抄
』
が
『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
の
規
定
ど
お
り
に

記
述
し
た
だ
け
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。（

）

Ⓔ
『
江
記
』
天
仁
元
年
鳥
羽
天
皇
大
嘗
会
記

石
上
・
榎
井
二
氏
各
二
人
、〈
着
二

朝
服
一

。
今
度
依
レ

為
二

六
位
一

着
二

小

忌
一

。〉
率
二

内
物
部
三
十
人
一

、〈
着
二

紺
衣
一

。〉
大
嘗
宮
南
北
門
立
二

神
楯

戟
一

。〈
門
別
楯
二
枚
、
長
一
丈
二
尺
、
戟
四
竿
、
長
一
丈
八
尺
。〉

鳥
羽
天
皇
大
嘗
祭
に
お
い
て
は
、
内
物
部
の
人
数
が
三
十
人
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
石
上
・
榎
井
氏
が
六
位
で
あ
っ
た
た
め
に
、
朝

服
を
着
ず
に
小
忌
を
着
た
と
す
る
点
は
『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
や
『
西
宮
記
』

・『
北
山
抄
』
と
異
な
っ
て
い
る
。

Ⓕ
『
本
朝
世
紀
』
康
治
元
年
（
一
一
四
二
）
十
一
月
十
五
日
条

十
五
日
癸
卯
。
大
嘗
祭
也
。
平
明
。
神
祇
官
分
二

幣
帛
於
諸
神
一

。
卜
二

諸
司

小
忌
人
一

。
一
同
二

新
嘗
祭
一

。
諸
衛
設
二

大
儀
一

。
分
衛
如
レ

恒
。
諸
司
陳
二

威

儀
物
一

如
二

元
日
一

。
石
上
・
榎
井
二
氏
各
二
人
、
各
着
二

朝
服
一

率
二

物
部
卌

人
一

、
大
嘗
宮
南
北
門
立
二

神
楯
神
桙
一

。
諸
事
如
レ

式
。（
後
略
）

近
衛
天
皇
大
嘗
祭
に
お
い
て
は
、『
西
宮
記
』
や
鳥
羽
天
皇
大
嘗
祭
と
は
異
な

り
、
石
上
・
榎
井
氏
は
朝
服
を
着
て
お
り
、
内
物
部
は
四
十
人
と
、『
延
喜
践
祚

大
嘗
祭
式
』
の
規
定
ど
お
り
に
実
施
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。「
諸
事
如
レ

式
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
に
一
度
衰
退
し
た
儀
式
を
元
の
形
式
ど
お
り
に
行

お
う
と
す
る
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

以
上
よ
り
、
平
安
時
代
を
通
し
て
衣
服
や
内
物
部
の
人
数
に
多
少
の
変
更
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
近
衛
天
皇
大
嘗
祭
ま
で
は
物
部
の
楯

が
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

な
お
、
石
上
・
榎
井
氏
が
関
与
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、『
兵
範
記
』

仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
十
月
廿
七
日
条
に
、

上
宣

陰
陽
寮

択
申
、
可
レ

被
レ

立
二

神
楯
一

日
時

十
一
月
十
九
日
丙
子

時
午
二
点

若
申

仁
安
三
年
十
月
廿
七
日

と
あ
り
、
同
年
十
一
月
十
九
日
条
に
は
、

今
日
兵
庫
寮
立
二

神
楯
於
大
嘗
宮
南
北
鳥
居
左
右
一

。
兼
日
勘
二

定
日
時
一

、

成
二

宣
旨
一

、
召
二

渡
料
材
一

令
二

造
立
一

也
。
主
基
一
同
云
々
。

と
み
え
る
の
で
、
高
倉
天
皇
大
嘗
祭
で
は
、
陰
陽
寮
が
大
嘗
宮
南
北
門
の
神
楯
を
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立
て
る
日
時
を
選
び
、
大
嘗
祭
卯
日
以
前
に
兵
庫
寮
が
神
楯
を
立
て
て
い
る
こ
と

（

）

が
分
か
る
。
石
上
・
榎
井
氏
で
は
な
く
、
兵
庫
寮
が
神
楯
を
立
て
て
い
る
の
は
、

陰
陽
寮
に
よ
っ
て
神
楯
を
立
て
る
日
が
大
嘗
祭
卯
日
以
前
に
選
ば
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
な
の
か
、
こ
の
頃
に
は
石
上
・
榎
井
氏
が
神
楯
に
は
関
与
し
な
く
な
っ
た

の
か
、
な
ど
様
々
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
平
安
時
代
の

大
嘗
祭
の
神
楯
の
事
例
と
し
て
掲
げ
て
お
く
。

四

物
部
の
楯
の
起
源
と
新
宮
の
楯

本
節
で
は
、
前
節
ま
で
の
分
析
を
ふ
ま
え
て
、
物
部
の
楯
の
起
源
や
性
格
に
つ

い
て
考
察
し
た
い
。

第
一
節
で
み
た
よ
う
に
、
物
部
の
楯
の
初
見
史
料
は
、
持
統
天
皇
即
位
儀
の
際

の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
起
源
は
い
つ
ご
ろ
ま
で
遡
り
得
る
の
だ
ろ
う
か
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
物
部
の
楯
は
「
宮
門
」
に
立
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

門
に
楯
を
立
て
る
儀
礼
が
確
認
で
き
れ
ば
、
そ
の
時
代
に
物
部
の
楯
の
起
源
を
求

め
ら
れ
る
可
能
性
も
想
定
で
き
る
。
門
に
楯
を
立
て
る
儀
礼
に
つ
い
て
、
今
城
塚

（

）

古
墳
か
ら
出
土
し
た
埴
輪
群
は
興
味
深
い
示
唆
を
与
え
る
。

今
城
塚
古
墳
は
、
大
阪
府
高
槻
市
郡
家
新
町
所
在
の
前
方
後
円
墳
で
、
真
の
継

体
天
皇
陵
と
さ
れ
て
い
る
古
墳
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
と
二
〇
〇
二
年
に
行
わ
れ

た
第
五
・
六
次
規
模
確
認
発
掘
調
査
に
お
い
て
、
北
側
内
堤
の
張
出
部
で
大
量
の

（

）
（

）

形
象
埴
輪
か
ら
成
る
埴
輪
群
（
埴
輪
祭
祀
区
）
が
見
つ
か
っ
た
【
図
】。
こ
の
埴

輪
祭
祀
区
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
門
形
埴
輪
の
周
辺
に
盾
形
埴
輪
が
置
か
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
継
体
天
皇
陵
で
あ
る
今
城
塚
古
墳
の
埴
輪
群
が
、
ど
の
よ

う
な
儀
礼
の
再
現
で
あ
る
か
断
言
で
き
な
い
が
、
継
体
朝
前
後
に
王
権
中
枢
部
に

お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
儀
礼
で

あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な

い
。
門
に
楯
を
立
て
る
儀
礼
自

体
は
、
少
な
く
と
も
継
体
朝
前

後
に
は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ

る
。ま

た
、
大
嘗
祭
に
石
上
・
榎

井
氏
が
立
て
る
神
楯
戟
の
材
質

に
つ
い
て
、『
延
喜
兵
庫
寮
式
』

大
嘗
会
神
楯
条
に
は
以
下
の
よ

う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

凡
践
祚
大
嘗
会
新
造
神
楯

四
枚
、〈
各
長
一
丈
二
尺

四
寸
、
本
闊
四
尺
四
寸
五

分
、
中
闊
四
尺
七
寸
、
末

闊
三
尺
九
寸
、
厚
二
寸
。

丹
波
国
楯
縫
氏
造
。〉
戟

八
竿
。〈
各
長
一
丈
八
尺
。

紀
伊
国
忌
部
氏
造
。〉
其

料
黒
牛
皮
八
張
、〈
各
長

八
尺
、
広
六
尺
。〉
掃
墨

一
斗
三
升
六
合
、〈
楯
別

二
升
八
合
、
戟
別
三
合
。〉

膠
一
斤
十
二
両
、〈
以
二

二

図 今城塚古墳埴輪祭祀区復元図
（高槻市立今城塚古代歴史館『威儀のもの－王権儀礼の威容を示す器財埴輪－』、2017）
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両
一

和
二

掃
墨
一
升
一

。〉
酒
六
升
八
合
、〈
以
二

一
升
一

和
二

掃
墨
二
升
一

。〉
商
布

四
段
四
尺
、〈
裏
料
、
楯
別
二
丈
六
尺
。〉
糯
米
六
升
二
合
、〈
著
レ

裏
料
。〉

漆
二
合
。〈
焼
塗
料
。〉
面
金
四
枚
〈
長
各
四
尺
、
広
五
寸
、
厚
一
分
。〉
料

鉄
卅
九
斤
十
二
両
、
和
炭
十
二
石
、
工
十
二
人
、
手
力
十
二
人
。
六
寸
平
釘

六
十
四
隻
〈
楯
別
十
六
隻
。〉
料
鉄
十
六
斤
、
和
炭
五
石
、
工
五
人
、
手
力

五
人
。
二
寸
平
釘
七
百
八
十
隻
〈
楯
別
百
九
十
五
隻
。〉
料
鉄
廿
四
斤
六
両
、

和
炭
十
一
石
五
斗
、
工
十
五
人
、
手
力
十
五
人
。
戟
鉾
八
隻
料
鉄
廿
六
斤
八

両
、
和
炭
十
二
石
、
工
廿
人
、
手
力
十
二
人
。
食
料
一
人
日
米
二
升
、
塩
二

勺
、
海
藻
一
把
、
醤
滓
二
合
。
功
銭
。〈
其
数
随
レ

時
。〉
並
申
レ

官
請
受
。

小
林
行
雄
氏
は
、
こ
の
規
定
よ
り
、
大
嘗
祭
の
神
楯
は
「
目
」
字
型
の
木
枠
に

（

）

革
を
張
っ
た
も
の
で
あ
る
と
復
元
し
、
古
墳
か
ら
出
土
し
た
革
楯
と
の
関
連
を
想

（

）

定
し
て
い
る
。

青
木
あ
か
ね
氏
に
よ
る
と
、
古
墳
か
ら
出
土
す
る
革
楯
は
、
縁
周
部
を
一
周
す

る
よ
う
な
枠
は
無
い
が
、
等
間
隔
の
横
方
向
の
桟
に
革
が
張
ら
れ
、
把
手
が
付
い

て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
大
き
さ
は
高
さ
一
四
〇
〜
一
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

幅
五
〇
〜
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
り
、
革
に
は
刺
し
縫
い
の
手
法
に
よ

り
文
様
が
施
さ
れ
、
表
裏
両
面
に
漆
が
塗
布
さ
れ
て
い
る
。
文
様
は
様
々
で
あ
る

（

）

が
、
特
に
綾
杉
紋
・
菱
形
紋
・
鋸
歯
紋
は
ほ
ぼ
普
遍
的
に
み
ら
れ
る
と
い
う
。

今
城
塚
古
墳
出
土
の
盾
形
埴
輪
は
、
鋸
歯
紋
を
持
つ
革
楯
を
模
し
た
も
の
と
み

（

）

ら
れ
、
継
体
朝
に
お
い
て
門
に
立
て
ら
れ
た
楯
も
大
嘗
祭
の
神
楯
と
同
じ
く
革
楯

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
青
木
氏
が
古
墳
出
土
の
革
楯
に
つ
い
て
、

「
こ
の
よ
う
な
革
盾
を
製
作
す
る
工
程
の
中
で
中
心
と
な
る
作
業
は
、
刺
し
縫
い

で
あ
る
。（
中
略
）『
延
喜
式
』
の
な
か
で
盾
を
製
作
す
る
氏
族
が
「
楯
縫
氏
」
と

称
さ
れ
、
数
々
あ
る
革
盾
の
製
作
工
程
の
う
ち
で
「
縫
う
」
と
い
う
作
業
で
、
盾

（

）

の
製
作
が
代
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
示
唆
的
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、

古
墳
出
土
の
革
楯
と
大
嘗
祭
の
神
楯
の
両
者
で
刺
し
縫
い
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と

い
う
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
隼
人
の
楯
を
研
究
す
る
に
あ
た
り
古
代

に
お
け
る
楯
全
般
を
扱
っ
た
竹
森
友
子
氏
は
、
律
令
制
下
の
儀
仗
に
分
類
す
る
こ

と
が
で
き
る
楯
は
古
墳
時
代
の
楯
と
は
同
一
の
も
の
で
な
く
、
律
令
制
と
と
も
に

（

）

儀
礼
を
整
備
す
る
中
で
創
作
さ
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
嘗
宮
の
門

に
立
て
ら
れ
る
神
楯
に
関
し
て
は
、
古
墳
時
代
の
楯
と
は
異
な
り
か
な
り
大
き
い

も
の
（
神
楯
は
一
丈
二
尺
、
約
三
・
七
メ
ー
ト
ル
）
に
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、

古
墳
時
代
か
ら
の
連
続
性
が
あ
り
、
発
展
し
て
い
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

継
体
朝
前
後
に
は
、
既
に
門
に
楯
を
立
て
る
儀
礼
が
存
在
し
て
い
た
と
な
れ

ば
、
物
部
の
楯
の
起
源
も
物
部
守
屋
が
滅
ぼ
さ
れ
、
物
部
連
氏
の
勢
力
が
低
下
す

る
以
前
で
あ
っ
た
可
能
性
も
想
定
で
き
る
。『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
に
お
い

て
、
継
体
朝
で
は
物
部
麁
鹿
火
が
大
連
に
就
い
て
い
た
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ

う
な
物
部
連
氏
が
大
連
と
し
て
権
勢
を
振
る
っ
て
い
た
時
代
に
そ
の
起
源
が
求
め

ら
れ
る
可
能
性
も
十
分
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
物
部
の
楯
は
、
本
来
ど
の
よ
う
な
場
合
に
立
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
古
代
に
お
い
て
楯
が
必
要
と
さ
れ
た
状
況
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

（

）

古
代
に
お
け
る
楯
の
史
料
は
、
既
に
竹
森
氏
が
表
に
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
竹
森

氏
が
整
理
し
た
史
料
の
う
ち
、『
出
雲
国
風
土
記
』
楯
縫
郡
条
に
以
下
の
よ
う
な

伝
承
が
あ
る
。

所
三

以
号
二

楯
縫
一

者
、
神
魂
命
詔
、
五
十
足
天
日
栖
宮
之
縦
横
御
量
、
千
尋

栲
紲
持
而
、
百
八
十
結
々
下
而
、
此
天
御
量
持
而
、
所
レ

造
二

天
下
一

大
神
之

宮
造
奉
詔
而
、
御
子
天
御
鳥
命
、
楯
部
為
而
、
天
下
給
之
。
尓
時
、
退
下
来

坐
而
、
大
神
宮
御
装
楯
造
始
給
所
、
是
也
。
仍
至
レ

今
、
楯
桙
造
而
、
奉
二

於
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皇
神
等
一

。
故
云
二

楯
縫
一

。

こ
の
伝
承
で
は
、
天
の
下
造
ら
し
し
大
神
の
宮
を
造
る
に
あ
た
り
、
天
御
鳥
命

を
楯
部
と
し
て
天
よ
り
下
し
て
、
大
神
の
宮
の
威
儀
の
楯
を
造
っ
た
と
い
う
。
そ

（

）

し
て
、
今
（『
出
雲
国
風
土
記
』
成
立
時
）
に
至
る
ま
で
、
楯
と
桙
を
皇
神
た
ち

に
奉
る
と
い
う
。
注
目
す
べ
き
は
、
新
た
な
宮
を
造
る
に
あ
た
り
、
楯
部
を
任
命

し
、
神
宮
の
楯
を
造
ら
せ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
遷
都
の
時
、
す
な
わ
ち
天
皇
の
新
た
な
宮
が
で
き
た
時
に

物
部
の
楯
を
立
て
る
こ
と
と
通
ず
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
古
代
に
は
、
神
や
天
皇

の
新
た
な
宮
が
で
き
た
時
に
、
楯
が
必
要
と
さ
れ
る
慣
習
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。

新
し
く
神
の
宮
が
で
き
た
時
に
、
楯
（
と
ホ
コ
）
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
は
、

平
安
時
代
に
も
み
ら
れ
る
。『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
七
年
（
八
六
五
）
四
月
十

七
日
条
で
は
、
石
清
水
八
幡
宮
が
新
造
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
清
和
天
皇
が
使
い

を
遣
わ
し
て
「
楯
矛
并
御
鞍
」
を
奉
り
、
そ
の
宣
命
に
「
新
宮
搆
造
天
波
、
楯
桙

及
種
々
神
財
可
二

奉
出
一

」
と
し
て
、
楯
と
ホ
コ
が
新
宮
へ
の
幣
帛
に
す
べ
き
も
の

で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
第
二
節
で
み
た
よ
う
に
、
難
波
皇
都
宣
言
直
前
の
『
続
日
本
紀
』
天
平

十
六
年
二
月
甲
寅
条
に
は
、
遷
都
に
際
し
て
高
御
座
や
兵
庫
の
器
杖
と
同
じ
く
大

楯
が
恭
仁
宮
か
ら
運
ば
れ
て
い
る
。
皇
位
の
所
在
を
示
す
重
大
な
も
の
で
あ
る
高

御
座
と
同
時
に
大
楯
が
運
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
新
宮
に
必
要
と
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
よ
り
、
楯
（
と
ホ
コ
）
は
新
た
な
宮
が
で
き
た
時
に
重
視
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
物
部
の
楯
は
遷
都
後
に
立
て
ら
れ
る
の

が
本
来
の
形
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
井
上
光
貞
氏

に
よ
れ
ば
、
令
制
以
前
の
皇
位
継
承
儀
礼
に
は
遷
宮
が
伴
っ
て
い
た
と
い
う
（
歴

（

）

代
遷
宮
）。
本
来
、
遷
宮
の
時
に
立
て
ら
れ
て
い
た
楯
が
、
皇
位
継
承
儀
礼
と
い

う
共
通
の
性
格
を
持
つ
即
位
儀
や
大
嘗
祭
に
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
天
皇
の
代
替
わ
り
毎
に
遷
宮
が
行
わ
れ
て

い
た
時
代
に
お
い
て
は
、
歴
代
遷
宮
に
伴
っ
て
楯
が
立
て
ら
れ
、
令
制
下
に
お
い

て
の
遷
都
の
場
合
も
そ
の
名
残
と
し
て
楯
が
立
て
ら
れ
た
。
即
位
儀
や
大
嘗
祭
に

は
、
皇
位
継
承
儀
礼
の
一
環
と
い
う
歴
代
遷
宮
と
共
通
し
た
性
格
を
持
つ
も
の
と

し
て
、
物
部
の
楯
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

お

わ

り

に

以
上
、
本
稿
で
は
、
物
部
の
楯
に
つ
い
て
、
そ
の
起
源
と
変
遷
を
考
察
し
た
。

要
点
を
物
部
の
楯
の
変
遷
に
沿
っ
て
列
挙
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
古
代
に
お
い
て
門
に
楯
を
立
て
る
儀
礼
は
、
少
な
く
と
も
継
体
朝
前
後
に
は

成
立
し
て
お
り
、
物
部
の
楯
の
起
源
に
つ
い
て
も
物
部
連
氏
が
大
連
に
就
い
て

い
た
時
代
に
求
め
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

二
、
古
代
に
お
い
て
、
楯
（
と
ホ
コ
）
は
天
皇
や
神
の
新
た
な
宮
が
造
ら
れ
た
時

に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

三
、
物
部
の
楯
は
、
天
皇
の
宮
や
大
嘗
宮
な
ど
の
宮
の
門
で
あ
る
（
令
制
用
語
と

は
異
な
る
）「
宮
門
」
に
立
て
ら
れ
る
。

四
、
物
部
の
楯
は
、
本
来
は
歴
代
遷
宮
の
際
に
立
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
令
制

下
の
遷
都
の
際
に
も
そ
の
名
残
と
し
て
立
て
ら
れ
、
即
位
儀
・
大
嘗
祭
で
は
歴

代
遷
宮
と
同
じ
く
皇
位
継
承
儀
礼
と
い
う
性
格
の
た
め
に
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
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な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
奈
良
時
代
ま
で
に
お
い
て
、
物
部
の
楯
が
立
て
ら
れ
た
の
は
、
即
位
儀
・
大

嘗
祭
・
遷
都
後
の
三
つ
の
場
合
で
あ
る
。

六
、
平
城
宮
南
面
東
門
（
壬
生
門
）
前
の
二
条
大
路
北
側
溝
（
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇
）

よ
り
出
土
し
た
造
兵
司
が
衛
門
府
に
宛
て
た
移
木
簡
は
、
元
日
朝
賀
に
お
い
て

大
楯
ホ
コ
が
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
聖
武
朝
に
お
い

て
大
嘗
祭
の
大
門
の
大
楯
ホ
コ
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
特
殊
な
事
情
が
無
い
通
常
の
元
日
朝
賀
に
お
い
て
は
、
物
部
の
楯
は
立
て

ら
れ
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

七
、
平
安
時
代
に
お
い
て
は
、
物
部
の
楯
は
大
嘗
祭
の
み
で
立
て
ら
れ
た
。
平
安

時
代
を
通
し
て
衣
服
や
内
物
部
の
人
数
に
多
少
の
変
更
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
近
衛
天
皇
大
嘗
祭
ま
で
は
物
部
の
楯
が
確
認
で
き

る
。

石
上
・
榎
井
氏
が
大
嘗
宮
の
神
楯
ホ
コ
を
立
て
る
こ
と
は
、
管
見
の
限
り
で
は

近
衛
天
皇
大
嘗
祭
の
後
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
大
嘗
宮
の
神
楯
ホ
コ

自
体
は
、
そ
の
後
も
立
て
ら
れ
て
い
る
。
室
町
時
代
に
は
、『
康
富
記
』
永
享
二

（

）

年
（
一
四
三
〇
）
大
嘗
会
記
に
、
後
花
園
天
皇
大
嘗
祭
で
、
兵
庫
寮
が
大
嘗
宮
南

門
に
神
楯
桙
を
立
て
て
い
る
こ
と
が
み
ら
れ
る
。
大
嘗
祭
は
、
後
土
御
門
天
皇
の

文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
を
最
後
と
し
て
戦
乱
の
た
め
に
中
断
す
る
の
で
あ
る

が
、
大
嘗
宮
の
門
に
神
楯
ホ
コ
を
立
て
る
こ
と
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に

大
嘗
祭
が
復
興
さ
れ
た
後
も
、
江
戸
時
代
最
後
の
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
の
孝

（

）

明
天
皇
大
嘗
祭
ま
で
は
続
い
た
よ
う
で
あ
る
（
楯
ホ
コ
の
数
は
減
り
、
大
幅
に
小

さ
く
は
な
っ
て
い
る
）。
明
治
天
皇
大
嘗
祭
で
は
、
楯
ホ
コ
は
榊
に
代
え
ら
れ
た

（

）

よ
う
で
あ
る
が
、「
登
極
令
附
式
」
で
は
大
嘗
宮
南
北
門
に
神
楯
戟
を
立
て
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
、
令
和
に
至
る
ま
で
大
嘗
宮
に
楯
ホ
コ
が
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
物
部
の
楯
の
起
源
と
変
遷
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
な
ぜ
物
部
連

氏
（
石
上
・
榎
井
氏
）
が
楯
を
立
て
る
の
か
、
な
ぜ
大
嘗
祭
の
神
楯
ホ
コ
を
造
る

の
は
丹
波
国
楯
縫
氏
と
紀
伊
国
忌
部
氏
な
の
か
、
な
ど
論
じ
残
し
た
点
は
少
な
く

な
い
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
す
こ
と
と
し
た
い
。

注（
�
）
物
部
氏
に
関
す
る
主
な
論
考
に
は
、
直
木
孝
次
郎
「
物
部
連
に
関
す
る
二
、
三

の
考
察
」（
三
品
彰
英
編
『
日
本
書
紀
研
究
』
第
二
冊
、
塙
書
房
、
一
九
六
六
）、

野
田
嶺
志
「
物
部
氏
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
│
物
部
氏
の
成
立
・
展
開
過
程
の

一
試
論
と
し
て
│
」（『
史
林
』
五
一
│
二
、
一
九
六
八
）、
篠
川
賢
『
物
部
氏
の

研
究
』（
雄
山
閣
、
二
〇
〇
九
）
な
ど
が
あ
る
。

（
�
）
本
稿
で
は
、
タ
テ
（
盾
・
楯
）
は
楯
に
統
一
し
て
表
記
す
る
が
、
ホ
コ
に
つ
い

て
は
戟
・
桙
・
槍
・
矛
と
い
っ
た
様
々
な
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
る
た
め
ホ
コ
と

表
記
す
る
。
な
お
、
史
料
に
則
し
た
記
述
の
場
合
は
、
史
料
中
で
使
わ
れ
て
い

る
と
お
り
の
漢
字
を
用
い
る
。

（
�
）
津
田
左
右
吉
「
上
代
の
部
の
研
究
」（『
津
田
左
右
吉
全
集
第
三
巻

日
本
上
代

史
の
研
究
』、
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
、
初
出
一
九
三
〇
）。

（
�
）
直
木
孝
次
郎
「
石
上
と
榎
井
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
一
│
一
二
、
一
九
五
四
）。

（
�
）
橋
本
義
則
「
朝
政
・
朝
儀
の
展
開
」（『
平
安
宮
成
立
史
の
研
究
』、
塙
書
房
、
一

九
九
五
、
初
出
一
九
八
六
）。
以
下
、
橋
本
氏
の
見
解
は
こ
の
論
文
に
よ
る
。

（
�
）
榎
村
寛
之
「
物
部
の
楯
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
」（『
律
令
天
皇
制
祭
祀
の
研

究
』、
塙
書
房
、
一
九
九
六
、
初
出
一
九
九
〇
、
初
出
原
題
「
物
部
の
楯
を
巡
っ

て
」）。
以
下
、
榎
村
氏
の
見
解
は
こ
の
論
文
に
よ
る
。

（
�
）
井
上
光
貞
「
古
代
の
王
権
と
即
位
儀
礼
」（『
井
上
光
貞
著
作
集
第
五
巻

古
代

の
日
本
と
東
ア
ジ
ア
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
、
初
出
一
九
八
四
）。

（
�
）
津
田
左
右
吉
注
（
３
）
論
文
、
直
木
孝
次
郎
注
（
４
）
論
文
。
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（
�
）
井
上
光
貞
注
（
７
）
論
文
、
大
石
良
材
「
大
刀
契
」（『
日
本
王
権
の
成
立
』、
塙

書
房
、
一
九
七
五
、
初
出
一
九
七
一
）。

（

）
直
木
氏
は
、
石
上
氏
と
榎
井
氏
の
人
数
比
が
三
対
一
で
あ
る
こ
と
に
関
し
て
、

こ
れ
は
氏
の
勢
力
関
係
が
影
響
し
て
お
り
、
平
安
時
代
に
は
石
上
氏
の
勢
力
が

低
下
し
た
た
め
に
二
対
二
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
（
同
氏
注
（
４
）
論
文
）。
し

か
し
、
聖
武
天
皇
と
光
仁
天
皇
の
二
回
の
大
嘗
祭
の
事
例
を
も
っ
て
、
奈
良
時

代
の
大
嘗
祭
に
参
加
し
た
二
氏
の
人
数
が
、
氏
の
勢
力
関
係
の
た
め
に
三
対
一

で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
か
は
疑
問
で
あ
る
。
榎
井
氏
に
関
し
て
は
、
聖
武
天
皇

大
嘗
祭
で
は
従
七
位
上
の
榎
井
大
嶋
が
神
楯
を
立
て
て
い
る
が
、
こ
の
時
は
正

五
位
下
の
榎
井
広
国
が
存
命
で
あ
り
、
光
仁
天
皇
大
嘗
祭
で
も
従
七
位
上
の
榎

井
種
人
が
神
楯
桙
を
立
て
て
い
る
が
、
こ
の
時
は
従
五
位
上
の
榎
井
子
祖
が
存

命
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
二
回
の
大
嘗
祭
で
は
榎
井
氏
で
最
も
高
位
の
者
が
物
部

の
楯
を
立
て
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
榎
井
氏
で
最
も
高
位
の
者
に
何
ら
か
の

事
情
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
大
嘗
祭
の
時
に
限
り
榎
井
氏
か
ら
一
人
し
か
出
せ
な

か
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（

）
そ
れ
ぞ
れ
の
遷
都
の
年
月
日
は
『
続
日
本
紀
』
よ
り
、
恭
仁
京
遷
都
が
天
平
十

二
年
（
七
四
〇
）
十
二
月
十
五
日
（
天
皇
移
る
）、
難
波
宮
遷
都
が
天
平
十
六
年

二
月
二
十
六
日
（
難
波
皇
都
宣
言
）、
紫
香
楽
宮
遷
都
が
天
平
十
六
年
十
一
月
二

十
四
日
（
太
上
天
皇
移
る
、
天
皇
が
移
っ
た
の
は
難
波
皇
都
宣
言
以
前
）、
平
城

京
還
都
が
天
平
十
七
年
五
月
十
一
日
（
天
皇
移
る
）、
長
岡
京
遷
都
が
延
暦
三
年

（
七
八
四
）
十
一
月
十
一
日
（
天
皇
移
る
）
と
み
ら
れ
る
。

（

）
直
木
孝
次
郎
「
平
城
宮
諸
門
の
一
考
察
│
中
壬
生
門
を
中
心
に
│
」（
横
田
健
一

先
生
古
稀
記
念
会
編
『
日
本
書
紀
研
究
』
第
一
五
冊
、
塙
書
房
、
一
九
八
七
）。

（

）
西
本
昌
弘
「
藤
原
宮
と
平
城
宮
の
宮
城
十
二
門
号
の
変
遷
│
県
犬
養
小
宮
門
と

小
子
部
門
│
」（『
日
本
古
代
の
王
宮
と
儀
礼
』、
塙
書
房
、
二
〇
〇
八
）。

（

）
西
本
昌
弘
「
元
日
朝
賀
の
成
立
と
孝
徳
朝
難
波
宮
」（『
日
本
古
代
の
王
宮
と
儀

礼
』、
塙
書
房
、
二
〇
〇
八
、
初
出
一
九
九
八
）。

（

）
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
発
掘
調
査
木
簡
概
報
』
一
四
（
一
九
八
一
）

九
頁
、『
木
簡
研
究
』
三
（
一
九
八
一
）
一
一
頁
。
木
簡
学
会
編
『
日
本
古
代
木

簡
選
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
）
も
参
照
。

（

）
橋
本
氏
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
で
立
て
ら
れ
た
大
楯
ホ
コ
が
す
べ
て
同
一
の
取
り

扱
い
を
受
け
て
い
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
持
統
天
皇
即
位
儀
で
は
物
部
麿

に
よ
っ
て
「
大
盾
」、
文
武
天
皇
即
位
儀
で
は
榎
井
倭
麻
呂
に
よ
っ
て
「
大
楯
」

が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
即
位
儀
や
大
嘗
祭
で
物
部
の
楯
と
し
て
立
て
ら
れ
た

大
楯
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
あ
く
ま
で
も
遷
都

後
お
よ
び
大
嘗
祭
で
朱
雀
門
・
応
天
門
・
会
昌
門
の
大
門
で
立
て
ら
れ
る
大
楯

ホ
コ
と
、
大
嘗
祭
で
立
て
ら
れ
る
神
楯
ホ
コ
に
限
っ
て
そ
の
取
扱
い
を
確
認
し

た
。

（

）
兵
庫
寮
は
、
寛
平
八
年
（
八
九
六
）
に
左
右
兵
庫
・
造
兵
司
・
鼓
吹
司
が
統
合

さ
れ
て
成
立
し
た
。

（

）
平
城
宮
に
お
け
る
大
嘗
宮
は
、
孝
謙
天
皇
大
嘗
祭
以
外
の
も
の
は
発
掘
調
査
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
称
徳
天
皇
大
嘗
祭
の
も
の
の
み
中
央
区
朝
堂

院
で
遺
構
が
見
つ
か
り
、
元
正
・
聖
武
・
淳
仁
・
光
仁
・
桓
武
天
皇
の
各
大
嘗

祭
の
も
の
は
東
区
朝
堂
院
よ
り
遺
構
が
見
つ
か
っ
て
い
る
（
岩
永
省
三
「
大
嘗

宮
移
動
論
│
幻
想
の
議
政
官
合
議
制
│
」、『
古
代
都
城
の
空
間
操
作
と
荘
厳
』、

す
い
れ
ん
舎
、
二
〇
一
九
、
初
出
二
〇
〇
六
）。
奈
良
時
代
の
大
半
の
大
嘗
祭
は

東
区
朝
堂
院
で
行
わ
れ
て
お
り
、
朱
雀
門
が
大
嘗
宮
の
直
線
上
に
無
い
場
合
が

多
く
、
朱
雀
門
に
大
楯
ホ
コ
が
立
て
ら
れ
た
と
は
考
え
難
い
。
し
か
し
、
東
区

朝
堂
院
で
行
わ
れ
た
聖
武
天
皇
大
嘗
祭
に
大
門
の
大
楯
ホ
コ
が
立
て
ら
れ
た
と

す
る
な
ら
ば
、
東
区
朝
堂
院
で
大
嘗
祭
が
行
わ
れ
た
場
合
、
東
区
朝
堂
院
の
南

門
│
朝
集
殿
院
南
門
│
壬
生
門
に
大
楯
ホ
コ
が
立
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（

）
内
物
部
は
、
事
前
に
左
右
衛
門
府
に
よ
っ
て
、
左
右
京
よ
り
二
十
人
ず
つ
集
め

ら
れ
る
（『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
物
部
門
部
語
部
条
）。

（

）
新
訂
増
補
故
実
叢
書
本
を
用
い
、
写
本
で
は
、
前
田
家
巻
子
本
甲
お
よ
び
前
田

家
大
永
本
（
冊
子
本
）
を
確
認
し
た
（
い
ず
れ
も
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
『
西

宮
記
』、
八
木
書
店
、
一
九
九
三
を
用
い
た
）。

（

）
新
訂
増
補
故
実
叢
書
本
を
用
い
、
写
本
で
は
前
田
家
巻
子
本
甲
・
乙
お
よ
び
前

田
家
永
正
本
（
冊
子
本
）
を
確
認
し
（
い
ず
れ
も
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
『
北

山
抄
』、
八
木
書
店
、
一
九
九
五
を
用
い
た
）、
写
本
に
基
づ
い
て
一
部
の
字
を

改
め
た
。
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（

）
『
北
山
抄
』
は
、
長
和
・
寛
仁
（
一
〇
一
二
〜
一
〇
二
一
）
の
頃
成
立
し
た
と
み

ら
れ
て
い
る
。

（

）
『
西
宮
記
』
の
具
体
的
な
成
立
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
撰
者
の
源
高
明
は
延
喜

十
四
年
（
九
一
四
）
に
生
ま
れ
、
天
元
五
年
（
九
八
二
）
に
没
し
て
い
る
の
で
、

十
世
紀
中
頃
の
成
立
と
み
ら
れ
る
。

（

）
『
続
々
群
書
類
従
』
記
録
部
、『
神
道
大
系
』
朝
儀
祭
祀
編
五
・
践
祚
大
嘗
祭
。

（

）
『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
十
一
月
廿
二
日
条
に
は
、「
次
大
嘗
宮
儀
。
南
北
門
外
腋

立
二

神
楯
戟
一

。」
と
あ
り
、
同
年
十
月
廿
七
日
条
お
よ
び
同
年
十
一
月
十
九
日
条

に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
戟
も
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（

）
榎
村
氏
は
、
楯
と
祭
祀
の
結
び
つ
き
が
盾
形
埴
輪
ま
で
遡
る
こ
と
を
既
に
指
摘

し
て
い
る
が
、
榎
村
氏
の
論
文
が
執
筆
さ
れ
た
当
時
は
今
城
塚
古
墳
か
ら
埴
輪

祭
祀
区
が
ま
だ
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
盾
形
埴
輪
が
家
形
埴
輪
な
ど
と
伴
出
す

る
こ
と
と
、
高
床
式
住
居
の
扉
の
前
に
楯
を
置
く
慣
習
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

（

）
今
城
塚
古
墳
の
北
側
内
堤
の
張
出
で
見
つ
か
っ
た
埴
輪
群
に
つ
い
て
は
、
宮
崎

康
雄
「
今
城
塚
古
墳
第
５
・
６
次
規
模
確
認
調
査
」（
高
槻
市
教
育
委
員
会
『
高

槻
市
文
化
財
年
報
│
平
成

・

年
度
│
』、
二
〇
〇
三
）、
高
槻
市
立
し
ろ
あ

と
歴
史
館
『
発
掘
さ
れ
た
埴
輪
群
と
今
城
塚
古
墳
』（
二
〇
〇
四
）、
高
槻
市
立

今
城
塚
古
代
歴
史
館
『
威
儀
の
も
の
│
王
権
儀
礼
の
威
容
を
示
す
器
材
埴
輪
│
』

（
二
〇
一
七
）
を
参
考
に
し
た
。

（

）
今
城
塚
古
墳
の
埴
輪
祭
祀
区
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
発
掘
調
査
の
正
報
告
書

が
出
て
お
ら
ず
、
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
と
お
り
の
詳
細
な
埴
輪
の
配
置
に
つ

い
て
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
た
め
、
今
城
塚
古
墳
の
埴
輪
祭
祀
区

に
つ
い
て
は
、
森
田
克
行
氏
に
よ
る
復
元
図
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う

で
あ
る
。
本
稿
で
引
用
し
た
【
図
】
は
、
森
田
氏
が
作
成
し
た
復
元
図
（
同
氏

『
よ
み
が
え
る
大
王
墓
・
今
城
塚
古
墳
』、
新
泉
社
、
二
〇
一
一
）
を
高
槻
市
立

今
城
塚
古
代
歴
史
館
が
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
以
前
よ
り
森
田
氏

は
、
今
城
塚
古
墳
の
埴
輪
群
は
殯
宮
の
儀
礼
を
再
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て

い
る
が
、
こ
の
説
に
対
し
て
、
和
田
萃
氏
は
、
殯
宮
で
の
儀
礼
が
終
わ
っ
て
か

ら
、
柩
が
今
城
塚
古
墳
に
運
ば
れ
て
く
る
の
で
、
終
了
し
た
殯
宮
で
の
諸
儀
礼

を
再
現
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
（
同
氏
「
古
代

史
か
ら
見
た
埴
輪
群
像
・
再
考
」、
大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
編
『
埴
輪
群
像

の
考
古
学
』、
青
木
書
店
、
二
〇
〇
八
）。
和
田
氏
の
見
解
は
首
肯
で
き
る
も
の

で
あ
り
、
今
城
塚
古
墳
の
埴
輪
群
を
殯
宮
の
儀
礼
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

思
う
。

（

）
革
楯
は
、
史
料
上
に
お
い
て
は
『
日
本
書
紀
』
用
明
天
皇
二
年
（
五
八
七
）
四

月
丙
午
条
に
「
皮
楯
」
と
し
て
み
ら
れ
る
。

（

）
小
林
行
雄
『
古
代
の
技
術
』（
塙
書
房
、
一
九
六
二
）。

（

）
青
木
あ
か
ね
「
古
墳
出
土
革
盾
の
構
造
と
そ
の
変
遷
」（『
古
文
化
談
叢
』
四
九
、

二
〇
〇
三
）。

（

）
高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館
注
（

）
図
録
、
高
槻
市
立
今
城
塚
古
代
歴
史
館

注
（

）
図
録
。

（

）
青
木
あ
か
ね
注
（

）
論
文
。

（

）
竹
森
友
子
「
隼
人
の
楯
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（『
黎
明
館
調
査
研
究
報
告
』

二
七
、
二
〇
一
五
）。

（

）
竹
森
友
子
注
（

）
論
文
。

（

）
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
巻
末
記
に
は
「
天
平
五
年
二
月
卅
日
勘
造
」
と
あ
る
が
、

現
伝
本
は
再
撰
本
で
あ
り
、
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
五
月
二
日
の
風
土
記
撰
進

の
詔
よ
り
近
い
時
期
の
初
撰
本
が
あ
っ
た
と
す
る
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
伝

本
『
出
雲
国
風
土
記
』
が
初
撰
本
か
再
撰
本
か
は
定
説
を
得
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。『
出
雲
国
風
土
記
』
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
植
垣
節
也
「
各
国
風
土
記

の
書
誌
」（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
風
土
記
』、
小
学
館
、
一
九
九
七
の
解
説
）

を
参
照
。

（

）
井
上
光
貞
注
（
７
）
論
文
。

（

）
『
群
書
類
従
』
公
事
部
、『
神
道
大
系
』
朝
儀
祭
祀
編
五
・
践
祚
大
嘗
祭
。

（

）
國
學
院
大
學
博
物
館
所
蔵
『
嘉
永
元
年
大
嘗
会
図
』（
國
學
院
大
學
博
物
館
『
企

画
展

列
島
の
祈
り
│
祈
年
祭
・
新
嘗
祭
・
大
嘗
祭
│
』、
二
〇
一
八
）。

（

）
『
辛
未
大
嘗
会
雑
記
』（
所
功
『
近
代
大
礼
関
係
の
基
本
史
料
集
成
』、
国
書
刊
行

会
、
二
〇
一
八
）。

（
関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
博
士
課
程
前
期
課
程
）

― ３１ ―


